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論文の内容の要旨
　本論文は4部6章から成り，英文で書かれている。
　第ユ章では複素1次系（以後CFOSと書く）の定義を述べ，本論文で扱う内容を概観している。
　第2章では定Qフィルタ・バンクについて述べている。CFOSと遅延要素を組合せると有限長のインパルス応
答を持つシステムを作ることができることが知られている。これは時間領域で矩形の窓関数を持つフィルタとみ
なすことができる。これを拡張し，複数個のCFOSと遅延要素より半コサイン窓，ハミング窓，ブラックマン・
ハリス窓などを持つフィルタが構成できることを示した。そのような帯域通過フィルタを多数並べて定Qフィル
タ・バンクを作り，音声分析に応用し，その動作特性を調べた。またこの処理はDSPにより十分高速に実行でき
ることを実際に示した。
　第3章ではCFOSを利用したアナログ複素帯域通過フィルタについて述べている。CFOSは演算増幅器を用いた
電子回路でアナログ的に実現できることが知られている。そのそれぞれ2つの入出力を実部虚部とみなすことに
より複素信号を扱うフィルタと考えることができる。従来の実フィルタの設計法を複素フィルタに拡張し，共振
周波数を少しずつずらせた多数のアナログCFOSの縦続接続による帯域フィルタを設計製作し，その特性を調べ
た。またその複素出力に複素線形予測法を適用することにより音声分析に応用した。そして，従来の実数の線形
予測法，ヒルベルト変換することにより複素信号としたものを利用する線形予測法と比較検討した。
　第4章ではアナログ・ガボール変換を扱っている。同一CFOSを多数縦続接続した系のインパルス応答の包絡
線はCFOSの数を増すとガウス形に近くなることを示し，これを利用してガボール変換を行うことを論じている。
指定されたパラメータを持つガボール関数を近似するCFOS回路の設計手順を示し，実際に製作して，その特性
を調べ，アナログ・ウェーブレット解析についても言及している。
　第5章ではディジタルのCFOSを利用した音声合成について述べている。音声分析においてはLD法を用いて
ARモデルを作るのが一般的な方法である。ARモデルを変形することによりCFOSの並列結合で表現できること
を示し，この原理による音声合成を行って結果を検討し，実用に耐える品質で十分高速に合成できることを示し
た。
　第6章ではアナログCFOSによる音声合成について述べている。コンピュータからの指令により抵抗値を変え
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られるような抵抗素子を用いたCFOS回路の並列結合からなる音声合成装置を設計・製作し，その性能を調べた。
その結果十分な晶質ではないが，理解しうる程度の音声を合成することができた。
審査の結果の要旨
　複素1次系について広く研究し，多くの成果をあげた。
　複素1次系により，ハミング窓などの窓関数を持つ帯域フィルタが作れること，実フィルタの設計手順を拡張
して複素フィルタが作れること，ガボール変換を行うフィルタが作れること，音声合成に利用できることなどを
示したのは新しい知見である。
　また複素1次系を利用したフィルタ，音声合成装置を実際に設計し，DSP（ディジタル・シグナル・プロセッ
サ）を利用してディジタル的に，また演算増幅器回路によりアナログ的に実現したことは工学的に意義あること
であり，著者の力量を示すものである。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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